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Development of Practical Seminar for the Teaching Profession 
for Quality Assurance of Teacher Education (Ⅰ) : 
Based on the Results of a Questionnaire Survey to Faculty and Staff
Takashi Yonezawa, Kenji Kubo and Hideo Miyaki
Abstract.  The purpose of this study is to develop a practical seminar for the teaching profession for assuring quality in teacher 
education. This paper reports on the status quo of professional portfolios, teacher education standards, and practical seminars for the 
teaching profession.
Data from 83 faculty members and 57 staff members of colleges & departments for training elementary teachers who answered 
questionnaires were analyzed. As a result of our examination, we reached the following three conclusions: 1) Many colleges & 
departments developed custom teacher education standards based on the 4 matters indicated by the MEXT Central Education 
Council report (2006). 2) Regarding professional portfolios, using paper media is more popular than using digital media. The data 
accumulated in the professional portfolio included records of self-evaluation by students, their academic performance, records of 
volunteering, and the like. 3) Faculty and staff recognized the practical seminar for the teaching profession as a compilation of the 




























































10年以下 11～20年 21～30年 31年以上 無回答
人 40 25 12 4 2





国　立 公　立 私　立 無回答
人 28 1 53 1





10年以下 11～20年 21～30年 31年以上 無回答
人 32 12 11 2 0





国　立 公　立 私　立 無回答
人 21 1 35 0
％ 36.8 1.8 61.4 0.0

















































人 86 54 32
％ 61.4 65.1 56.1
作成していない
人 36 19 17
％ 25.7 22.9 29.8
今後作成する予定
人 10 7 3
％ 7.1 8.4 5.3
無回答
人 8 3 5







人 63 38 25
％ 73.3 70.4 78.1
平成18年７月の中教審答申が示した４つの
事項をそのまま用いたもの
人 13 7 6
％ 15.1 13.0 18.8
平成18年７月の中教審答申が示した４つの
事項にかかわらず大学独自に作成したもの
人 9 8 1
％ 10.5 14.8 3.1
無回答
人 1 1 0






























人 79 50 29
％ 56.4 60.2 50.9
インターネットを
介した電子媒体
人 38 21 17
％ 27.1 25.3 29.8
インターネットを
介さない電子媒体
人 5 3 2
％ 3.6 3.6 3.5
その他
人 3 1 2
％ 2.1 1.2 3.5
無回答
人 15 8 7







人 112 70 42
％ 80.0 84.3 73.7
８　学業成績
人 82 44 38
％ 58.6 53.0 66.7
９　ボランティア等の課外活動の記録
人 79 47 32
％ 56.4 56.6 56.1
２　大学の授業のレポートや感想
人 51 30 21
％ 36.4 36.1 36.8
７　学生の個人プロフィー ル（希望学校種等）
人 43 22 21
％ 30.7 26.5 36.8
３　大学の授業で作成した指導案や教材
人 30 15 15
％ 21.4 18.1 26.3
５　教育実習で作成した指導案や教材
人 29 19 10
％ 20.7 22.9 17.5
10　その他
人 24 11 13
％ 17.1 13.3 22.8
４　大学の授業で行った模擬授業等の映像
人 3 2 1
％ 2.1 2.4 1.8
６　教育実習で行った授業の映像等
人 2 1 1






































人 112 67 45
％ 80.0 80.7 78.9
学生が教職実践演習に向けての定期的な振
り返り（年１回等）に活用している
人 93 52 41
％ 66.4 62.7 71.9
大学教員が学生指導の際の資料として活用
している
人 83 52 31
％ 59.3 62.7 54.4
その他 人 5 4 1






人 112 67 45
％ 80.0 80.7 78.9
４年生前後期（７・８セメスター）に通年
開講している
人 14 8 6
％ 10.0 9.6 10.5
４年生後期（８セメスター）に集中講義と
して開講している
人 9 5 4
％ 6.4 6.0 7.0
４年生の夏季休業中から後期（８セメスター）
にかけて開講している
人 0 0 0
％ 0.0 0.0 0.0
その他
人 2 2 0
％ 1.4 2.4 0.0
無回答 人 3 1 2






人 44 25 19
％ 31.4 30.1 33.3
学部（学科）ごと
人 89 54 35
％ 63.6 65.1 61.4
無回答 人 7 4 3














































人 6 6 0
％ 4.3 7.2 0.0
教員免許状に関わる授業単位（教職実践演習を除く）をすべ
て修得していること（教職実践演習との並行履修は認める）
人 43 24 19
％ 30.7 28.9 33.3
教育実習の単位を修得していること
人 35 20 15
％ 25.0 24.1 26.3
単位制限は設けていない
人 35 22 13
％ 25.0 26.5 22.8
その他
人 13 6 7
％ 9.3 7.2 12.3
無回答 人 8 5 3




０人 １～10人 11～30人 31～60人 61人以上 平均人数
教科に関する科目を担当する大
学教員
人 27 80 21 9 3
10.0
％ 19.3 57.1 15.0 6.4 2.1
教職に関する科目を担当する大
学教員
人 15 97 25 3 0
6.4
％ 10.7 69.3 17.9 2.1 0.0
実務家教員（教育委員会との人
事交流による大学教員）
人 108 32 0 0 0
0.5
％ 77.1 22.9 0.0  0.0 0.0
小・中・高等学校の現職教員
人 104 31 4 1 0
1.6
％ 74.3 22.1 2.9 0.7 0.0
関連施設・関連機関（社会福祉
施設，医療機関等）の職員
人 129 11 21 9 3
0.1
％ 92.1 7.9 15.0 6.4 2.1
注）N=140。














































人 117 70 47
％ 83.6 84.3 82.5
10　学級経営について
人 114 66 48
％ 81.4 79.5 84.2
２　教員の役割について
人 112 68 44
％ 80.0 81.9 77.2
５　子ども理解について
人 111 69 42
％ 79.3 83.1 73.7
１　教職の意義について
人 108 65 43
％ 77.1 78.3 75.4
12　これまでの学修の振り返り
人 105 61 44
％ 75.0 73.5 77.2
３　教員の職務内容について
人 103 63 40
％ 73.6 75.9 70.2
９　個々の子どもの特性や状況に応じた対応について
人 94 55 39
％ 67.1 66.3 68.4
４　子どもに対する責任について
人 92 57 35
％ 65.7 68.7 61.4
８　保護者や地域との連携について
人 91 54 37
％ 65.0 65.1 64.9
７　管理職や同僚との連携について
人 67 42 25
％ 47.9 50.6 43.9
６　社会人としての基本（挨拶，言葉遣いなど）について
人 52 31 21











































項　　目 属　　性全体（N=140） 大学教員（N=83） 事務職員（N=57）
４　グループ討議 人
126 76 50
％ 90.0 91.6 87.7
１　大学教員による講義 人
120 70 50
％ 85.7 84.3 87.7
３　模擬授業 人
105 63 42
％ 75.0 75.9 73.7
２　外部講師（現職教員や教育委員会関係者等）による講義
人 100 58 42
％ 71.4 69.9 73.7
11　事例研究 人 81 52 29％ 57.9 62.7 50.9
13　学習指導案の作成 人 76 46 30％ 54.3 55.4 52.6
10　役割演技（ロールプレイング） 人 68 40 28％ 48.6 48.2 49.1
12　教材研究 人 66 45 21％ 47.1 54.2 36.8
５　現職教員との意見交換 人 52 34 18％ 37.1 41.0 31.6
６　学校での現地調査 人 47 26 21％ 33.6 31.3 36.8
14　学級経営案の作成 人 43 25 18％ 30.7 30.1 31.6
７　学校での実務実習 人 14 6 8％ 10.0 7.2 14.0
８　関連施設・関連機関（社会福祉施設，医療機関等）における現地調査
人 7 3 4
％ 5.0 3.6 7.0
９　関連施設・関連機関（社会福祉施設，医療機関等）における実務実習
人 3 3 0
％ 2.1 3.6 0.0
注）複数回答とし，選択率を算出している。
注）全体の選択率の高い項目の順に並び替え，上位の３項目（斜体）と下位の３項目（下線）を記している。














1 2 3 4 3+4
14　教職実践演習の授業時間の確保は十分できている
全 体 1.4 7.9 50.0 39.3 89.3
大学教員 1.2 6.0 51.8 39.8 91.6
事務職員 1.8 10.5 47.4 38.6 86.0
６　教職実践演習を担当する大学教員間の連携がとれている
全 体 0.0 12.9 64.3 21.4 85.7
大学教員 0.0 10.8 62.7 25.3 88.0
事務職員 0.0 15.8 66.7 15.8 82.5
１　教職実践演習を円滑に進めるために必要な教員数が確保できている
全 体 1.4 11.4 55.7 29.3 85.0
大学教員 2.4 13.3 54.2 27.7 81.9
事務職員 0.0 8.8 57.9 31.6 89.5
19　教職実践演習を通して学生が自分にとって何が課題であるか自覚できている
全 体 0.7 12.1 62.9 22.1 85.0
大学教員 1.2 9.6 65.1 24.1 89.2
事務職員 0.0 15.8 59.6 19.3 78.9
16　教職実践演習を通して学生の学びが深まっている
全 体 0.7 12.9 62.9 20.7 83.6
大学教員 1.2 10.8 63.9 24.1 88.0
事務職員 0.0 15.8 61.4 15.8 77.2
18　教職実践演習を通して学生が不足している知識や技能を補うことができている
全 体 2.1 15.0 64.3 15.0 79.3
大学教員 3.6 12.0 68.7 14.5 83.1
事務職員 0.0 19.3 57.9 15.8 73.7
８　教職実践演習を担当する大学教員と外部講師との連携がとれている
全 体 2.9 13.6 50.7 25.7 76.4
大学教員 3.6 12.0 49.4 28.9 78.3
事務職員 1.8 15.8 52.6 21.1 73.7
12　教職実践演習は学生のニ ズーに応じた授業構成になっている
全 体 2.1 17.1 60.7 15.7 76.4
大学教員 3.6 15.7 59.0 19.3 78.3
事務職員 0.0 19.3 63.2 10.5 73.7
７　教職実践演習を担当する大学教員と事務職員との連携がとれている
全 体 3.6 18.6 47.9 27.9 75.7
大学教員 6.0 15.7 43.4 32.5 75.9
事務職員 0.0 22.8 54.4 21.1 75.4
11　教職実践演習を円滑に進めるために必要なノウハウの蓄積ができている
全 体 3.6 22.9 57.9 13.6 71.4
大学教員 3.6 20.5 60.2 14.5 74.7
事務職員 3.5 26.3 54.4 12.3 66.7
15　教職実践演習と卒業論文指導との両立ができている
全 体 5.7 22.1 54.3 15.0 69.3
大学教員 7.2 22.9 54.2 15.7 69.9
事務職員 3.5 21.1 54.4 14.0 68.4
５　教職実践演習や履修カルテについての事務職員の理解が深まっている
全 体 3.6 33.6 40.7 18.6 59.3
大学教員 4.8 34.9 32.5 22.9 55.4
事務職員 1.8 31.6 52.6 12.3 64.9
３　教職実践演習や履修カルテについての大学教員の理解が深まっている
全 体 5.0 35.7 47.1 9.3 56.4
大学教員 4.8 38.6 43.4 10.8 54.2
事務職員 5.3 31.6 52.6 7.0 59.6
４　教職実践演習や履修カルテについての学生の理解が深まっている
全 体 5.7 40.7 42.9 8.6 51.4
大学教員 4.8 33.7 50.6 9.6 60.2
事務職員 7.0 50.9 31.6 7.0 38.6
13　履修カルテは利活用しやすい
全 体 10.7 36.4 45.7 5.7 51.4
大学教員 12.0 34.9 47.0 6.0 53.0
事務職員 8.8 38.6 43.9 5.3 49.1
10　教職実践演習を担当する大学教員と関連施設・機関との連携がとれている
全 体 11.4 25.7 40.7 8.6 49.3
大学教員 13.3 24.1 38.6 10.8 49.4
事務職員 8.8 28.1 43.9 5.3 49.1
２　履修カルテを円滑に運用するために必要な事務職員数が確保できている
全 体 6.4 42.9 35.7 11.4 47.1
大学教員 10.8 39.8 32.5 13.3 45.8
事務職員 0.0 47.4 40.4 8.8 49.1
９　教職実践演習を担当する大学教員と教育委員会との連携がとれている
全 体 13.6 32.9 27.1 17.9 45.0
大学教員 15.7 30.1 28.9 16.9 45.8
事務職員 10.5 36.8 24.6 19.3 43.9
17　教職実践演習における現地調査先や実務実習先を確保することができている
全 体 17.9 25.0 26.4 17.1 43.6
大学教員 20.5 27.7 22.9 18.1 41.0
事務職員 14.0 21.1 31.6 15.8 47.4
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